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水色の羽根募金運動

育
英
会
だ
よ
り
ん
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平成16年 1月 1日

品
川
団
法
人
京
総
海
銀
遺
児
、
育
英
会

持
、
す
JK
宇

平
成
十
六
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹

ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。
旧
年
中
は
漁
業
協
同
組
合
等
を
は

じ
め
、
多
く
の
皆
様
方
か
ら
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
漁
船
海
難
遺
児
育
英
事
業
に
対

す
る
温
か
い
ご
支
援
と
ご
理
解
に
衷
心

よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
四
十
年
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
ア
グ

リ
ガ
ン
海
域
に
お
い
て
、
台
風
に
よ
る

二
O
O
余
名
の
犠
牲
者
が
一
日
に
し
て

発
生
し
た
海
難
事
故
を
契
機
と
し
て
、

漁
協
系
統
を
中
心
と
し
た
「
漁
船
海
難

遺
児
を
励
ま
す
運
動
」
が
全
国
的
に
広

が
り
、
そ
の
運
動
を
推
進
す
る
た
め
水

産
界
全
体
の
総
意
と
し
て
、
本
育
英
会

は
文
部
・
農
林
大
臣
の
認
可
を
得
て
昭

和
四
十
五
年
十
月
に
発
足
い
た
し
ま
し

た
。
爾
来
、
漁
業
関
係
者
や
国
民
の
多

く
の
皆
様
方
の
深
い
ご
理
解
と
温
か
い

ご
支
援
に
支
え
ら
れ
、
基
金
造
成
に
努

め
つ
つ
、
育
英
制
度
の
改
善
及
び
給
付

水
準
の
充
実
を
図
っ

て
参
り
ま
し
た
。

当
時
、
せ
め
て
給
食
費
程
度
で
も
と

・小
・
中
学
生
の
遺
児
達
を
対
象
に
給
与

か
ら
始
ま

っ
た
育
英
事
業
も
現
在
で
は

幼
児
三
歳
か
ら
高
校
生
等
ま
で
の
学
資

給
与
及
び
高
校
生
等
と
大
学
生
等
の
奨

学
金
貸
与
の
一
貫
し
た
育
英
制
度
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
教
育
費
は
依
然
と

よだム一品英育

p、、ご、

( 1 ) 

現手・
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叔
し
て
家
庭
経
済
を
大
き
く
圧
迫
し
て
お

り
、
特
に
大
学
や
専
門
学
校
な
ど
に
進

学
す
る
と
自
宅
か
ら
の
通
学
が
不
可
能

な
学
生
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
さ
ら
に

生
活
費
を
考
え
る
と
、
進
学
を
断
念
せ

ざ
る
を
得
な
い
遺
児
が
未
だ
多
く
見
ら

れ
ま
す
。
長
期
に
わ
た
る
低
金
利
と
不

況
の
下
で
、
安
定
的
に
育
英
事
業
を
推

進
す
る
た
め
に
は
、
基
金
の
造
成
を
よ

り

一
層
図
る
必
要
を
痛
感
し
て
お
り
ま

す
。
本
育
英
会
は
機
会
あ
る
ご
と
に

「
水
色
の
羽
根
募
金
運
動
」
を
通
じ
て
、

広
く
国
民
の
多
く
の
皆
様
方
に
ご
理
解

を
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
十

二
年
度
を
初
年
度
と
し
て
五
ヵ
年
間
の

「
第
八
期
募
金
運
動
」
を
実
施
し
て
お

り
、
今
後
と
も
、
多
く
の
皆
様
方
の
温

か
い
ご
支
援
と
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

幸
い
、
労
働
災
害
事
故
に
比
べ
海
難

事
故
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

漁
業
者
の
高
齢
化
や
子
供
の
少
子
化
に

伴
い
海
難
遺
児
の
数
も
減
少
し
て
き
で

お
り
ま
す
が
、
今
年
度
に
お
き
ま
し
で

も
既
に
二
九
名
の
奨
学
生
を
採
用
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
で

な
り
ま
せ
ん
。
従
来
の
海
難
事
故
防
止

に
対
す
る
漁
業
者
を
は
じ
め
関
係
者
の

ご
努
力
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、

漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
全
国
協
議
会

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
日
頃
よ
り
漁
船
海
難
遺
児
育

英
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
格
別
の
ご

協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。ご
承
知
の
通
り
、
昨
年
は
W
T
O
で

大
き
く
揺
れ
た
年
で
し
た
。
九
月
に
開

A
Q
f山

植

村

正

ご・ム，ロ

長
催
さ
れ
た

W
T
O
閣
僚
会
議
は
決
裂
と

な
り
ま
し
た
が
、
水
産
物
交
渉
は
こ
れ

で
終
わ

っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
今
後
も

有
限
天
然
資
源
で
あ
る
水
産
物
の
持
続

的
利
用
を
柱
と
し
た
「
日
本
提
案
」
の

実
現
に
向
け
、

J

F
グ
ル
ー
プ
は

一
丸

と
な
り
、
努
力
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

a主

一
家
の
大
黒
柱
で
あ
る
父
親
を
失
い
、

悲
し
い
思
い
を
す
る
家
庭
が
こ
れ
以
上

増
え
な
い
よ
う
関
係
者
の
皆
様
方
の
な

お

一
層
の
ご
努
力
を
お
願
い
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
奨
学
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
就
学
に
困
難
を
来
た
さ
な
い

よ
う
に
と
、
多
く
の
方
々
か
ら
長
年
に

わ
た
り
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
を
肝
に
銘
じ
て
勉
学
に
励
み
、
将
来

社
会
に
役
立
つ
人
材
と
し
て
健
や
か
に

成
長
さ
れ
ま
す
こ
と
を
切
に
願
う
も
の

で
あ
り
ま
す
。

最
後
に
、
新
年
を
迎
え
て
、
皆
様
方

の
益
々
の
ご
発
展
と
ご
健
勝
と
、
併
せ

て
海
難
事
故
の
な
い
良
き
年
と
な
り
ま

す
こ
と
を
祈
念
し
、
年
頭
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

お
HJ
ま
寸
J川明

ま
士
、
羽
明
寸
位
メ
キ
シ
コ
治
1

韓
国
と
の
間
で
行
わ
れ
て
い
る
二
国
間

自
由
貿
易
協
定
（
F
T
A
）
の
締
結
に

向
け
た
動
き
も
非
常
に
活
発
に
な
っ
て

き
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
動
向
に
つ
い
て

も
我
が
国
水
産
業
に
対
す
る
影
響
を
最

小
限
に
抑
え
る
べ
く
、
全
力
を
挙
げ
て

取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。
こ
の
間
、

皆
様
に
は
七
月
の

W
T
O
危
機
突
破
全

国
漁
民
緊
急
集
会
、
八
月
の

W
T
O
日

本
提
案
実
現
全
国
漁
民
大
会
等
に
ご
参

集
頂
き
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と

に
つ
き
紙
面
を
お
借
り
し
て
改
め
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
育
英
事
業
に
関
し
ま
し
て
は
、

徐
々
に
基
金
造
成
が
さ
れ
、
育
英
制
度

の
改
善
及
び
給
付
水
準
の
充
実
等
を
図

っ
て
お
り
ま
す
が
、
奨
学
生
の
環
境
、

特
に
教
育
費
は
依
然
と
し
て
家
庭
の
経

済
を
大
き
く
圧
迫
し
て
お
り
未
だ
十
分

と
は
い
え
ま
せ
ん
。

全
国
漁
協
女
性
部
連
絡
協
議
会

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。
皆
様
に
は
す
が
す
が
し
く
、
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

奨
学
生
の
皆
さ
ん
は
元
気
に
勉
学
を

は
じ
め
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
励
ま
れ
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
お
子

様
の
成
長
を
暖
か
く
見
守
っ
て
お
ら
れ

ま
す
ご
家
族
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、

本
年
が
ご
壮
健
で
夢
と
希
望
に
満
ち
あ

ふ
れ
た

一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
の
少
な
い

会
長
理
事

北

崎

初

恵

一
年
で
あ
っ
た
よ
う
に
感
じ
て
お
り
ま

す
。
漁
業
に
お
き
ま
し
で
も
同
様
で
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お

り
ま
す
が
、
私
た
ち
漁
協
女
性
部
員
は

「
浜
の
お
母
さ
ん
」
と
し
て
、
地
域
の

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長
す
る
こ

と
を
願
っ
て
日
々
を
過
ご
し
な
が
ら
、

全
国
共
通
運
動
と
し
て
、
「
漁
村
女
性

一
人

一
月
十
円
募
金
運
動
」
へ
の
取
り

組
み
を
お
こ
な
い
、
育
英
制
度
を
支
え

る
関
係
者
の
皆
様
と
と
も
に
、
こ
の
育

英
事
業
の
お
手
伝
い
を
継
続
実
施
出
来

ま
す
こ
と
を
喜
ば
し
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。

J
t刀
、

論

仰

耐
耐
川ゆ咽
仰
端
唖
問
古
宇
品
臥
ド
ド
副
例
7

レ
生
。
し

で
も
年
々
減
少
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

相
変
わ
ら
ず
漁
船
に
よ
る
海
難
事
故
は

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
昨
年
十
二
月
十
五

日
に
隠
岐
で
発
生
し
た
沖
合
底
曳
網
漁

船
の
海
難
事
故
は
、
約
半
数
の
方
が
亡

く
な
ら
れ
た
大
変
痛
ま
し
い
事
故
で
し

た
。
ご
遺
族
の
方
々
に
対
し
ま
し
て
心

か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。昨
年
六
月
か
ら

一
人
乗
り
漁
船
に
つ

い
て
救
命
綱
衣
着
用
が
義
務
化
さ
れ
ま

し
た
が
、
今
後
と
も
救
命
胴
衣
の
着
用

運
動
を
進
め
る
と
と
も
に
、
安
全
指
導

の
徹
底
を
図
る
よ
う
努
め
る
所
存
で

す
。

⑨ 再生紙使用http://www.jf-net.ne .j p/ikuei kai 

ど
う
か
、
安
全
操
業
に
日
々
努
め
ら

れ
、
く
れ
ぐ
れ
も
事
故
の
無
い
よ
う
十

分
に
ご
注
意
し
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

漁
業
は
気
象
条
件
の
厳
し
い
海
の
上

が
仕
事
の
場
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
変

残
念
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
痛
ま

し
い
事
故
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
私
た

ち
漁
協
女
性
部
で
は
、
「
何
が
出
来
る

か
」
で
は
な
く
、
「
何
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
」
と
い
っ
た
観
点
で
、

一

人
乗
り
漁
船
に
つ
い
て
救
命
衣
着
用
が

義
務
づ
け
ら
れ
た
こ
と
を
機
に
、
救
命

衣
着
用
推
進
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
漁

業
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
皆
様
ひ
と

り

一
人
が
、

一
層
の
海
難
事
故
未
然
防

止
に
対
す
る
ご
注
意
を
賜
り
ま
す
こ
と

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
本
年
が
事
故
の
な
い
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
育
英
会
制
度
を
支
え
て
お
ら

れ
ま
す
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
発

展
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
年
頭
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

育英会ホームページ
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平成16年 1月 1日

／ 

よだム一A英育

／ 

( 2) 

い
わ
し
料
理
の
会

十
月
四
日
を
「
い
わ
し
の
日
」
と
し

た
恒
例
行
事

『
い
わ
し
料
理
の
会
』

（
紛
い
わ
し
食
用
化
協
会
主
催
）
が
三

日
（
金
）
、
東
京
都
中
央
区
松
坂
屋
銀

座
店
七
階
お
好
み
食
堂
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
相
沢
英
之
会
長
、
会
長
夫
人

で
女
優
の
司
葉
子
さ
ん
、
田
原
文
夫
水

産
庁
長
官
、
中
須
勇
雄
大
日
本
水
産
会

会
長
を
は
じ
め
と
す
る
水
産
関
係
者
約

一
O
O
名
が
出
席
し
、
寿
司
・
天
ぷ

ら
・
煮
物
・
つ
み
れ
汁
な
ど
様
々
な
い

わ
し
料
理
に
下
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
今

や
高
級
魚
と
な
っ
た
イ
ワ
シ
の
普
及
と

豊
漁
を
願
い
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
内
で
は
同
協
会
の
ご
協

力
の
も
と
本
会
職
員
に
よ
る
募
金
活
動

も
行
わ
れ
、
出
席
さ
れ
た
皆
様
か
ら
温

か
い
ご
支
援
を
賜
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
こ
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

？
w，
『
併
比
内
ニ
ヴ
『
F

H
H
、時
i

‘十

一
月
十
五
（
土
）
・
十
六
日
（
日
）

の
二
日
間
、
「
奉
仕
の
箱
ア
ッ
プ
ル
ク

ラ
ブ
」
（
世
話
人
代
表
・
水
川
晴
海
、

事
務
局
・
東
京
都
北
区
上
十
条
三
！
二

十
七
｜
十

水

川
歯
科
内
）
主
催
に
よ

る

「海
難
遺
児
支
援
パ
ザ

i
』
が
今
年

も
北
区
十
条
商
店
街
の
店
舗
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
バ
ザ
ー
の
た
め
に
ク
ラ
ブ
の
皆

さ
ん
の
呼
び
掛
け
で
集
め
ら
れ
た
商
品

は
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
の
小
物
か
ら
、

食
器
、
玩
具
、
バ
ッ
グ
、
靴
、
布
団
と

種
類
も
豊
富
。
中
で
も
広
い
店
内
に
山

と
積
ま
れ
た
衣
類
の
周
り
に
は
、

一
着

で
も
多
く
お
気
に
入
り
を
見
つ
け
だ
そ

う
と
熱
心
に
物
色
す
る
買
い
物
客
が
後

を
た
た
ず
、
終
始
賑
わ
い
を
み
せ
ま
し

た
。な
お
、
同
ク
ラ
ブ
で
は
日
頃
か
ら

様
々
な
奉
仕
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
お

り
、
使
用
済
み
切
手
や
プ
リ
ペ
イ
ド
カ

ー
ド
類
、
ベ
ル
マ

l
ク
等
の
回
収
で
得

た
収
益
金
や
会
費
等
を
本
会
は
じ
め
多

く
の
福
祉
団
体
へ
寄
付
さ
れ
て
い
ま

す
。ア
ッ
プ
ル
ク
ラ
ブ
の
皆
様
及
、
び
ご
支

援
く
だ
さ
い
ま
し
た
多
く
の
方
々
に
心

よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

，． 

第
十
四
回
全
国
漁
船

保
障
推
進
の
っ
と
い

去
る
十
一
月
十
二
日
（
水
）
、
ホ
テ

ル
日
航
東
京
（
港
区

・
台
場
）
に
お
い

て
、
『
第
十
四
回
全
国
漁
船
保
険
推
進

の
つ
ど
い
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
会
で
は
、
漁
船
保
険
，中
央
会
の
多

大
な
る
ご
協
力
の
も
と
、
会
場
入
り
口

に
て
募
金
活
動
を
行
い
、
多
く
の
皆
様

か
ら
暖
か
い
ご
支
援
を
賜
る
こ
と
が
で

さ
ま
し
た
。

関
係
者
の
方
々
を
は
じ
め
、
ご
支
援

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

第
五
十
五
回

全
国
漁
港
漁
場
大
会

「
第
五
十
五
回
全
国
漁
港
漁
場
大
会
』

が
十
月
十
六
日
（
木
）
、
佐
賀
市
の
佐

賀
県
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
全
国

か
ら
漁
港
漁
場
関
係
者
ら
約
二
，
七

O

O
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
会
場
内
外
に
お
い
て
、
日

頃
か
ら
育
英
事
業
の
窓
口
と
し
て
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
佐
賀
県
有
明
海
漁
連

並
び
に
各
団
体
職
員
の
方
々
に
よ
る
募

金
活
動
が
行
わ
れ
、
参
加
者
の
皆
様
か

ら
多
大
な
る
ご
支
援
を
賜
り
ま

ιた
。

公

a:. 
C 

平
成
十
五
年
度
漁
船
海
難
遺
児
育
英

事
業
の
う
ち
、
幼
稚
（
保
育
）
国
・
小

学
校
・
中
学
校

・
高
等
学
校
等
に
在
学

し
て
い
る
奨
学
生
を
対
象
に
実
施
す
る

学
資
給
与
事
業
の
一
部
助
成
と
し
て
、

日
本
財
団
か
ら
八
二
O
万
円
が
交
付
さ

れ
ま
す
。
こ
こ
に
公
告
し
、
衷
心
か
ら
ー

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

基
金
造
成
中
の
本
会
に
と
っ
て
、
こ

の
助
成
金
は
育
英
事
業
の
推
進
上
極
め

て
大
き
な
力
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
を
併
せ
公
告
し
、
同
財
団
に
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。平

成
十
五
年
十
二
月

側
漁
船
海
難
遺
児
育
英
会

理

事

長

鈴

木

善‘JI&.ヤ

主
催
者
の
船
全
国
漁
港
漁
場
協
会
は

じ
め
、
大
会
関
係
者
の
ご
協
力
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

幸

漁船海難遺児 bに 羽根募金の水色!! 手をの愛



第 110号

平
成
十
五
年
度

第
二
回
理
事
会
・
評
議
員
会

平成16年 1月 1日

去
る
十
二
月
十
日
（
水
）
、
『
平
成
十

五
年
度
第
二
回
理
事
会
及
び
評
議
員

会
』
が
東
京
都
千
代
田
区
コ

l
プ
ビ
ル

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

先
ず
、
評
議
員
会
に
お
い
て
、
十
二

月
二
十
日
を
も
っ
て
任
期
（
二
年
）
満

了
と
な
る
理
事

一
八
名
及
び
監
事
二
名

の
選
任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
た
に
理

事
に
中
須
勇
雄
氏
（
船
大
日
本
水
産
会

会
長
）
、
山
崎
直
昭
氏
（
農
林
中
央
金

庫
常
務
理
事
）
、
角
田
元
良
氏
（
全
国

連
合
小
学
校
長
会
会
長
）
、
小
野
具
彦

氏
（
全
日
本
中
学
校
長
会
会
長
）
、
小

栗
洋
氏
（
全
国
高
等
学
校
長
協
会
会
長
）

の
五
名
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
理
事
会
に
お

い
て
は
役
員
の
互
選
が
行
わ
れ
、
鈴
木

善
幸
理
事
長
、
植
村
正
治
副
理
事
長
、

小
川
宏

一
専
務
理
事
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
辞
任
に
伴
い
新
た
に
菊
地

和
則
氏
（
全
国
都
道
府
県
教
育
委
員
会

連
合
会
事
務
局
長
）
、
白
石
裕

一
氏

（
全
国
連
合
小
学
校
長
会
事
務
局
長
）
、

奈
良
章
氏
（
全
日
本
海
員
組
合
水
産
部

副
部
長
補
）
、
西
川
徳
市
氏
（
静
岡
県

漁
業
協
同
組
合
連
合
会
代
表
理
事
会

長
）
、
利
穂
博
氏
（
徳
島
県
漁
業
協
同

組
合
連
合
会
代
表
理
事
会
長
）
、
森
勘

一
氏
（
福
岡
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

代
表
理
事
会
長
）
、
宮
崎
孝
俊
氏
（
佐

賀
県
玄
海
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
代
表

理
事
会
長
）
、
西
銘
仁
正
氏
（
沖
縄
県

漁
業
協
同
組
合
連
合
会
代
表
理
事
会

長
）
の
八
名
が
評
議
員
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
平
成
十
五
年
度
第
二
回
理
事
会
及
び

評
議
員
会
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
た
理
事

及
び
評
議
員
の
皆
様
に
改
め
て
深
く
感

謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

K、
よだム一品英育( 3 ) 

毎年4月発行号にて、新年度に際し、 3月に卒業を迎える奨学生の方々を中心に作文をご
紹介しております。今年も次号（平成16年4月1日発行予定、第111号）にて掲載させて
いただく奨学生の原稿を募集しておりますので、皆さんふるってご応募くださL、。掲載
させていただいた方には記念品を贈呈させていただきます。

。テーマ ：自由です。最近の出来事やご家族との！思い出などお好きなことを書いてく
ださい。イラスト、詩歌等でも構いません。

。原稿枚数 ：400字詰原稿用紙1、2枚程度（ご連絡をいただければ原稿用紙をお送りし
ます。）

O提出期限：平成16年3月15日（月）本会必着
。その他 ：作文を紹介するにあたり、奨学生のお写真を借用させていただきます。ご

本人の顔がはっきりと写っているスナップ写真等ご用意の上、原稿と一緒
にお送りください。（複数で写っている場合は、ご本人がどなたかわかるよ
うメモ等をお付けください。部分的に切り取る必要はありません。）なお、
お借りした写真はたより発行後、責任をもって返却いたします。

※奨学生以外の方々の原稿も随時受け付けております。

平
成
十
五
年
度

第
三
回
選
考
委
員
会

去
る
十
月
三
十
日
（
木
）
、
『
平
成
十

五
年
度
第
三
回
選
考
委
員
会
」
が
開
催

さ
れ
、
「
第
三
回
奨
学
生
出
願
者
（
十

月
十
五
日
締
切
り
）
の
選
考
」
に
つ
い

て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
幼

稚
闘
・
小
中
高
等
学
校
在
学
の
学
資
給

与
奨
学
生
八
名
の
採
用
が
決
定
し
ま
し

た
な
お
、
前
年
度
か
ら
の
継
続
奨
学
生

と
併
せ
て
、
新
規
奨
学
生
を
加
え
た
十

二
月
末
日
現
在
の
奨
学
生
数
は
、
別
表

「
都
道
府
県
別
奨
学
生
数
」
の
と
お
り

で
す
。

翠宮署E彊E霊感
本会の育英資金は、多くの善意の方々から寄せられた寄付金で基金をつくり、その運用
益で賄っております。基金は未だ十分とはいえないため、多くの方のご協力をお願いし
ております。
〈送金方法〉

郵便局及び本会の指定する金融機関にお振込の際、本会の振込用紙をご利用いただけ
れば、振込手数料は免除になります。ご連絡くださればお送りいたします。
〈郵便振替口座〉

口座番号： 00150 7 131175 
口座名義：財団法人漁船海難遺児育英会

また、高校・大学等奨学生に貸与する奨学金をある期間、定期的にご支援いただく「励
ましおじさん・おばさんjのご加入も随時受け付けております。ご希望の方はお問い合
わせください。

ν務軍flt:問司悶r~霊謹i撃

平成13年度、漁船海難遺児を励ます全国協議会のご協力により、間伐材を使用して作成
された 「海に優しい募金箱」（縦16cm×横20cm×幅9cm）を設置していただける団体を
募集しております。ご希望の団体はお問い合わせください。なお、この受け付けにつき
ましては募金箱がなくなりしだい終了させていただきます。

［お問い合わせ先］

〒101一0047 東京都内神田2一2-5 光正ビル6階
財団法人漁船海難遺児育英会

TEL:03・3256-1981( 9～17時受付）
F A X : 03-3256-1982 (2 4時間受付）
E-mail : mizuiro.ikuei@eos.ocn.ne.jp 

著
作
a

》

hL
ご

番
付
仏
監
の
お
便
り

＊
今
、
息
子
は
就
職
活
動
に
入
っ
て
ま

す
。
ま
た
、
学
校
と
バ
イ
ト
も
頑
張
っ

て
ま
す
。

（
北
海
道
本
田
礼
子
）

＊
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
娘
も
仙

台
で
寮
生
活
を
し
な
が
ら
勉
学
に
励
ん

で
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
岩
手
県
野
里
ゆ
み
子
）

＊
い
つ
も
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
息
子
も
今
年
卒
業
で
す
。
毎
日

残
り
の
学
校
生
活
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。

（
宮
城
県
渡
遺
房
子
）

＊
奨
学
金
の
送
金
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
手
術
を
し
た
た
め
、
今
働
け
ま

せ
ん
。
大
変
た
す
か
っ
て
い
ま
す
。
子

供
三
人
と
私
と
頑
張
っ
て
行
こ
う
と
思

い
ま
す
。
前
向
き
に
前
進
で
す
。

（
静
岡
県
大
橋
美
千
代
）

＊
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
就
職

は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
息
子

は
最
後
の
高
校
生
活
を
毎
日
楽
し
く
が

ん
ば
っ
て
お
り
ま
す
。

（
熊
本
県
岡
村
つ
ね
こ
）

＊
息
子
は
体
育
祭
・
文
化
祭
等
色
々
な

行
事
に

一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

バ
イ
ク
免
許
も
取
得
し
、
世
界
も
広
が

っ
た
様
で
す
。（
鹿
児
島
県
上
村
え
つ
子
）

＊
送
金
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
息

子
は
、
冬
休
み
も
レ
’ポ
l
ト
提
出
等
で

忙
し
い
ら
し
い
で
す
。
ア
ル
バ
イ
ト
も

頑
張
り
た
い
様
で
す
。

（
鹿
児
島
県

坂
江
み
ほ
子
）

し
っ
か
り

＊
楽
し
い
学
校
生
活
で
す
。

勉
強
し
て
い
ま
す
。

（
北
海
道
大
一
川
村
智
恵
子
）

＊
お
世
話
に
な

っ
て
い
ま
す
。
学
部
生

L
し
？
し
イ
ー
、

食品川明
暗
悦
吋
品
川
qJ

f

い
と
思
い
ま
す
。

（
福
岡
県
大
四
川
口
昌
和
）

＊
送
金
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
三

年
間
の
サ
ー
ク
ル
活
動
も
終
わ
り
、
い

よ
い
よ
就
職
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

頑
張
り
ま
す
。

（
大
分
県

ぜ協哨
，↓，
M
品
川
イ
梢
砂
川
ザ
酷
陥
F
M
り
ム
μ

大

潰
田
直
人
）

＊
進
学
、
就
職
の
時
期
に
な
り
ま
す
。

遺
児
の
皆
さ
ん
、
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
き
び
し
い
時
代
で
す
が
、

め
げ
ず
に
家
族
と
仲
良
く
が
ん
ば
っ
て

下
さ
い
。

（
千
葉
県

福
田
昌
佳
）

平
成
十
四
年
十
二
月
か
ら
平
成
十
五

年
十

一
月
ま
で
の
聞
に
、
ご
寄
付
を
い

た
だ
い
た
方
々
の
ご
芳
名
を
掲
げ
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
ご
芳
名
（
敬
称
略
）

O
北
海
道
マ
加
藤
茂
子
マ
佐
藤
倶
子
マ

本
間
雅
彦
O
秋
田
県
マ
山
岸
剛

O
茨
城

県
マ
大
串
信
昌
マ
大
島
登
マ
佐
藤
登
子

美
マ
水
谷
宏
マ
菱
幸
運
輸
船
水
戸
営
業

所
所
長
吉
村
明
朗

O
群
馬
県
マ
臼
井
貞

夫
。
埼
玉
県
マ
稲
垣
友
三
郎
マ
小
野
粥

マ
金
木
愛
子
マ
神
山
幸
士
マ
小
林
哲
朗

マ
東
正
光
マ
松
本
安
裕
マ
村
田
奇

一
マ

森
安
良
マ
吉
田
智
マ
弓
削
志
郎

O
千
葉

県
マ
市
村
隆
紀
マ
岩
崎
昌
子
マ
海
野
洋

マ
枝
窪
義
明
マ
大
西
絹
子
マ
大
類
裕
久

マ
岡
村
豊
マ
沖
祝
子
マ
越
智
豊
子
マ
釜

回
朝
マ
川
口
恭

一
マ
斎
藤
信
夫
マ
坂
口

は
つ
子
マ
桜
井
都
夫
マ
新
蔵
敏
彦
マ
杉

浦
正
悟
マ
中
前
明
マ
福
田
昌
佳
マ
平
田

淳
一
マ
三
浦
満

O
東
京
都
マ
赤
保
谷
明

正
マ
飯
島
孝
夫
マ
五
十
嵐
悦
子
マ
石
川

暫回目
J
H仙
円

V
何
回

uaam卦
車
坤
A
v
a
H
刊
V
1
4R
f
d期
調
』
辺
諸
問
戸
u
v
t
n
q
H
H円

渉
マ
尾
崎
知
子
マ
勝
野
輝
美
マ
勝
野
ハ

ナ
子
マ
側
洗
洋
代
表
取
締
役
会
長
江
刺

冨
美
子
マ
側
B
R
B
マ
川
合
淳
二

マ
岸

田
博
マ
岸
野
昭
雄
マ
木
下
寛
之
マ
工
藤

文
子
マ
黒
沼
な
を
み
マ
古
田
主
満
マ
後

藤
暁
マ
白
井
久
子
マ
白
須
敏
朗
マ
菅
原

昭
マ
鈴
木
和
子
マ
須
藤
美
智
子
・
恵
子

マ
高
木
南
海
雄
マ
武
信
貞
夫
マ
田
原
文

夫
マ
徳
岡
慶
子
マ
戸
田
満
弘
マ
長
野
章

マ
中
村
晃
次
マ
根
尾
友
久
マ
根
本
京
子

マ
春
田
孝
二
郎
・
朝
子
マ
平
野
文
マ
虞

江
志
賀
子
マ
贋
重
和
夫
マ
福
田
潰
子
マ

星
野
正
一
マ
三
橋
宏
次
マ
宮
原
邦
之
マ

向
井
昌
子
マ
本
橋
真
道
マ
柳
多
鶴
マ
山

本
晶
三
マ
渡
辺
千
鶴
子

O
神
奈
川
県
マ

浅
倉
寛
マ
岩
崎
洋
子
マ
川
口
毅
マ
木
山

清
マ
小
杉
山
岳
巳
マ
坂
井
淳
マ
佐
藤
正

敏
マ
鈴
木
顛

一
マ
田
中
潤
見
マ
千
倉
睦

男
マ
中
森
正
元
マ
中
森
光
征
マ
西
村
肇

マ
三
束
治
男
マ
浜
喜
水
産
制
代
表
取
締

役
太
田
昌
三
マ
漬
谷
稔
夫
・
小
百
合
マ

大
和
陸
子

O
静
岡
県
マ
山
本
劫

O
愛
知

県
マ
大
内
輝
夫
・
恵
子
マ
佐
藤
仁
マ

野
々
山
均

O
福
井
県
マ
武
田
忠
男

O
京

都
府
マ
奥
手
初
栄
マ
塩
見
英
世

O
大
阪

府
マ
大
原
正
典
マ
春
日
井
光
行
マ
角
丸

英
子
マ
丸
谷
耕
一
マ
道
本
孝
治

O
兵
庫

県
マ
武
田
佳
子
マ
仲
尾
さ
ち
子
マ
信
原

稔
信
マ
古
市
正
行

O
長
崎
県
マ
寺
島
和

子
O
大
分
県
マ
中
嶋
一
太

O
鹿
児
島
県

マ
福
永
政
子

《
お
知
ら
せ
》

「
励
ま
し
お
じ
さ
ん
・
お
ば
さ
ん
」

の
皆
様
に
は
、
い
つ
も
心
温
ま
る
ご
支

援
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。さ
て
、
『
申
し
込
み
・
奨
学
資
金
の

ご
寄
付
』
の
お
礼
と
し
て
毎
号
掲
載
し

て
お
り
ま
し
た
ご
芳
名
録
に
つ
き
ま
し

て
、
誠
に
勝
手
な
が
ら
、
本
号
よ
り
掲

載
方
法
を
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
『
奨
学
資

羽根募’金の水色!! 手をの愛I回，－
Jし V』遺漁船海難



金
の
ご
寄
付
』
の
お
礼
と
し
、
ご
入
金

い
た
だ
い
た
方
々
の
ご
芳
名
存
二
年
間

分
ま
と
め
て
毎
年
一
月
号
に
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
様
に
は
何
卒
ご

了
承
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

会

マ
海
の
日
感
謝
祭
実
行
委
員
会
マ
農

林
水
産
部
水
産
局
水
産
課
マ
地
方
協

O

京
都
府

マ
海
洋
高
等
学
校
生
徒
会
｜
学

校
祭
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
パ
ザ
！
収
益
金
・

募
金

O
島
根
県

マ
米
国
政
義
｜
香
典
返

し
マ
地
方
協

O
香
川
県
マ
市
川
栄
市
｜

香
典
返
し
O
福
岡
県

マ
黒
木
正
弘

O
佐

賀
県
マ
第
五
十
五
回
全
国
漁
港
漁
場
大

会
会
場
募
金

O
長
崎
県

マ
久
松
絹
子
マ

中
山
良
夫
マ
島
本
直

O
熊
本
県
マ
地
方

協〔
十
一
月
〕

O
北
海
道

マ
佐
久
間
猛
l

香
典
返
し
マ
吉
田
正

一
・
正
憲
l
祝
い

返
し
マ
第
十
四
国
ゃ
く
も
大
漁
秋
昧
ま

つ
り
チ
ャ
リ
テ

ィ
l
募
金

O
青
森
県
マ

漁
業
信
用
基
金
協
会

O
宮
城
県
マ
地
方

協

O
福
井
県
マ
天
森
伸

一
O
静
岡
県

マ

地
方
協

O
三
重
県
マ
長
井
園
弘
l
香
典

返
し
マ
柴
原
重
登
1

香
典
返
し
マ
神
前

漁
協
婦
人
部
マ
地
方
協

O
京
都
府

マ
嶋

崎
長
夫
｜
香
典
返
し

O
島
根
県

マ
藤
井

多
津
江
｜
受
賞
記
念

マ
O
愛
媛
県
マ
側

ヨ
ン
キ
ュ
ウ
代
表
取
締
役
社
長
笠
岡
繁

樹

O
福
岡
県

マ
福
岡
魚
食
普
及
推
進
協

議
会
。
長
崎
県

マ
川
端
勲
香
典
返
し

マ
松
永
秀
則
マ
中
山
良
夫
マ
伺
徳
丸
マ

側
ア
ド
長
崎

会
八
戸
支
部

（八
戸
市）

O
宮
城
県

マ

シ
ャ
ン
パ

l
ニ
ュ
代
表
横
尾
祥
子
（
仙

台
市
青
葉
区
）

O
秋
田
県
マ
仁
井
田
小

学
校
六
年
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル

ー
プ
｜
ア
ル
ミ
缶
収
集
収
益
金

（
秋
田
市
）

O
埼
玉
県
マ
小
野
沢
通

（
さ
い
た
ま
市
緑
区
）

O
千
葉
県
マ
池

田
靖
（
市
川
市
）
マ
飯
村
久
子

（
野
田

市）

O
東
京
都
マ
全
国
漁
港
漁
場
協
会

（
千
代
田
区
）
マ
い
わ
し
料
理
の
会
募

金
（
中
央
区
）
マ
里
村
三
恵
子
i
香
典

返
し
（
目
黒
区
）
マ
梶
浦
富
子
（
杉
並

区
）
マ
明
大
中
野
八
王
子
中
学
校

・
高

等
学
校
生
徒
会
福
祉
委
員

会

校

内
募

金

（八
王
子
市）

O
静
岡
県

マ
北
川
温

泉
観
光
協
会
会
長
田
村
栄

一

（
加
茂
郡

東
伊
豆
町
）

O
京
都
府

マ
中
上
清
吾

（
与
謝
郡
加
悦
町
）

O
岡
山
県

マ
吉
田

厚
子

（笠
岡
市
）

O
広
島
県
マ
笹
野
理

絵
子
（
因
島
市
）

O
鹿
児
島
県

マ
冨
元

明
（
鹿
児
島
市）

〔
十
一
月
〕

O
山
形
県
マ
善
賓
寺
龍
王

講
（
鶴
岡
市
）

O
埼
玉
県

マ
大
宮
市
場

祭
り
実
行
委
員
会

（
さ
い
た
ま
市
北
区
）

マ
小
野
沢
通
（
同
緑
区
）
マ
冨
元
克
昌

（
越
谷
市
）

O
千
葉
県
マ
飯
村
久
子

（
野
田
市
）

O
東
京
都

マ
全
国
漁
船
保

険
推
進
の
つ
ど
い
募
金
（
港
区
）
マ
潮

侍
茶
屋
企
業
組
合
理
事
長
増
井
昭
｜
築

地
報
徳
会
経
由
（
中
央
区
）
マ
築
地
商

業
協
同
組
合
｜
築
地
報
徳
会
経
由
（
伺
）

マ
側
ノ
ジ
喜
代
代
表
取
締
役
社
長
山
崎

勝
｜
築
地
報
徳
会
経
由
（
同
）
マ
も
ぐ

ら
会
i
築
地
報
徳
会
（
同
）
マ
樋
田
徹

也
（
大
田
区
）
マ
梶
浦
富
子

（
杉
並
区
）

マ
奉
仕
の
箱
ア

ッ
プ
ル
ク
ラ
ブ
｜
パ
ザ

l
収
益
金
（
北
区
）
マ
明
大
中
野
八
王

子
中
学
校

・
高
等
学
校
生
徒
会
福
祉
委

員
会
l
文
化
祭
募
金
（
八
王
子
市
）
マ

榎
本
み
つ
枝
（
東
大
和
市
）

O
富
山
県

マ
布
目
久
幸

（
富
山
市
）

O
大
阪
府
マ

阪
井
光
平
（
大
阪
市
平
野
区
）

O
兵
庫

県
マ
五
弓
徹
（
伊
丹
市
）

O
鳥
取
県
マ

浜
野
茂
夫
（
境
港
市
）

O
岡
山
県
マ
吉

田
厚
子
（
笠
岡
市
）

O
宮
崎
県
マ
宮
崎

海
洋
高
等
学
校

一
年
学
年
会
文
化
祭

リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
l
収
益
金
（
宮
崎
市
）

O
鹿
児
島
県
マ
冨
元
明
（
鹿
児
島
市
）

マ
串
木
野
市
船
主
組
合
（
串
木
野
市
）

第 110号平成16年 1月1日

羽根募金

平成十五年九月から十一月まで

にご寄付をいただいた方々のご芳

名を掲げ、そのご芳志に厚くお礼

申し上げます。

※ご芳名（敬称略）

一、漁協系統募金（各都道府県の

漁連、信漁連、指導連等で構成す

る「漁船海難遺児を励ます地方協

議会（略称・地方協こ等で取り

扱った分で、一般寄付を含みま

す。）

〔九月〕。三重県マ落合明史マ奥

野正孝マ津村仙志l香典返しマ海

の博物館館長石原義剛マ蜘御木本

真珠島代表取締役社長松田昭一マ

地方協O島根県マ原田宏香典返
しO山口県マ北村可マ緒方セツ子

マ岩国市漁業協同組合女性部マ山

口ながと漁業協同組合波瀬支所組

合員マ地方協O長崎県マ中山良夫
マ山田ミサエマみなと祭り実行委

員会O大分県マ北野幸一マナツメ
ロ・演歌劇場まさマ大分県漁協青

年部上入津支部マ水産関係親睦ゴ

ルフコンペマ九州・山口地区漁港

大会募金マ漁協下入津支店i親睦

ゴルフコンペ協賛金マ地方協O沖

縄県マ地方協

〔十月〕O北海道マ椎谷泰世｜見
舞い返しO青森県マAMLS協議
会マ青森県漁業士会むつ支部会マ

地方協O千葉県マ吉野佑治マ井上
民樹マ銚子市産業まつり実行委員

給与奨学生 貸与奨学生 平成 15年度第3回採用者

都道府県名 合計 高校生等 高校生等 合計
幼児 小学生 中学生 高校生等 小計 高校生等 大学生等 小 ・計 幼児 小学生 中学生

給与 貸与
大学生等

北 海 道 6 30 17 29 82 6 8 14 96 

主同位 森 2 4 5 8 19 2 3 5 24 

岩 手 1 5 7 5 18 2 4 6 24 

宮 城 2 8 7 13 30 2 6 8 38 

秋 田 1 1 1 1 2 

山 形 2 1 3 1 1 4 

福 島 1 1 3 5 10 10 

茨 城 1 2 3 3 1 2 3 

千 葉 5 1 3 9 1 1 10 

東 京 2 2 2 2 4 

神 奈 JI! 

新 t月 1 1 1 

富 山

石 ！｜｜ 1 1 5 7 7 

育事 岡 3 1 4 8 1 1 9 

愛 知 1 3 4 4 

福 弁 3 3 3 

重 1 1 2 1 1 3 

尽 都 2 2 4 4 

大 阪 3 1 4 1 1 5 2 2 

兵 庫 1 4 6 12 1 4 5 17 

和 歌 山 2 8 11 11 

，鳥 取 2 3 1 6 1 1 7 1 2 3 

島 根 6 6 2 14 14 

岡 山 1 1 1 1 2 

広 島 1 1 1 

山 口 3 4 5 10 22 3 1 4 26 

徳、 島 2 3 1 6 2 2 8 

香 /II 2 1 1 4 1 1 5 

愛 媛 2 5 4 1 12 1 1 2 14 

高 知 5 5 7 17 1 1 18 

福 岡 2 1 3 6 2 2 8 

福岡県有明海

佐賀県玄海

佐賀県有明海 1 1 1 3 3 

長 崎 5 10 10 25 1 4 5 30 

大 分 1 3 3 7 14 3 3 17 

自属 本 3 2 3 8 1 9 ' 

宮 崎 2 3 ’7 5 17 3 2 5 22 

鹿 児 島 1 4 4 7 16 2 1 3 19 

沖 t摺 1 4 6 4 15 2 2 17 

去E、' 言↑ 24 117 114 164 419 27 53 80 499 4 2 2 8 

r 

（平成15年12月末日現在）

の水色

よ

!! 

だ

手を

数

ム一
A

生

の

英

漁船海難遺児に愛

戸..... 

一手

育

奨Bリ

二
、
一
般
寄
付

〔
九
月
〕

O
青
森
県
マ
大
山
チ
セ
（
八

戸
市
）

O
宮
城
県

マ
石
巻
歌
謡
ア
カ
デ

ミ
ー
会
主
武
田
っ
と
お
（
石
巻
市
）

O

埼
玉
県

マ
小
野
沢
通
（
さ
い
た
ま
市
緑

区
）
マ
冨
元
克
昌
（
越
谷
市
）

O
千
葉

県

マ
飯
村
久
子
（
野
田
市
）

O
東
京
都

マ
奉
仕
の
箱
ア
ッ
プ
ル
ク
ラ
ブ
（
北
区）

O
神
奈
川
県

マ
山
中
政
志
（
横
浜
市
栄

区）

O
京
都
府
マ
中
上
清
吾
（
与
謝
郡

加
悦
町
）

O
鳥
取
県
マ
共
和
水
産
側
代

表
取
締
役
和
田
耕
治

（境
港
市
）

O
岡

山
県

マ
吉
田
厚
子
（
笠
岡
市
）

O
鹿
児

島
県
マ
冨
元
明

（
鹿
児
島
市）

〔
十
月
〕

O
青
森
県
マ
全
国
海
友
婦
人

r 

県

※高校生等には、養議児を含む。

※奨学金貸与奨学生には、入学一時金のみの奨学生を含む。

※平成15年度第3回採用者は内数である。

府道者日

( 4) 




